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◆
は
じ
め
に

　

こ
の
度
の
大
震
災
に
対
す
る
支

援
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
地
震
発

生
直
後
か
ら
多
く
の
市
民
、企
業
、

団
体
の
皆
様
に
、
義
援
金
や
救
援

物
資
の
提
供
、
避
難
者
の
受
け
入

れ
、
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
に
、
多
大
な
る
ご
理
解

と
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

◆
東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援

　

上
田
市
で
は
、
市
民
や
関
係
団

体
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
る
取
組

と
と
も
に
、
岩
手
県
お
よ
び
宮
城

県
の
12
市
町
、
並
び
に
栄
村
に
職

員
を
派
遣
し
、
給
水
活
動
、
健
康

相
談
、
避
難
所
の
運
営
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
支
援
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
も
、
支
援
要
請

に
対
し
て
迅
速
に
応
え
つ
つ
、
市

と
し
て
で
き
得
る
最
大
限
の
支
援

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
島
県
や
宮
城
県
な
ど

か
ら
上
田
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る

皆
様
に
対
し
ま
し
て
も
、
不
安
や

不
自
由
さ
が
少
し
で
も
和
ら
ぐ
よ

う
、
市
の
支
援
施
策
や
相
談
窓
口

に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
を
受
け
、
上
田
商

工
会
議
所
、
上
田
市
商
工
会
、
真

田
町
商
工
会
、
信
州
う
え
だ
農
業

協
同
組
合
お
よ
び
上
田
市
の
５
団

体
に
よ
り「
信
州
う
え
だ
発『
が
ん

ば
ろ
う
日
本
』応
援
宣
言
」を
行
い

ま
し
た
。
被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
興
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

「
信
州
う
え
だ
」が
で
き
る
こ
と
と

し
て
表
明
し
た
こ
の
宣
言
に
沿

い
、
被
災
地
の
皆
様
は
も
と
よ
り

日
本
中
の
皆
様
の
元
気
が
出
る
よ

う
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　

民
間
の
構
想
に
呼
応
し
、
長
野

県
も
大
規
模
太
陽
光
発
電
所（
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
）の
県
内
設
置
の
検

討
を
は
じ
め
る
な
ど
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
・
拡
大
に
向
け
た
取

組
が
加
速
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
後
の

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
新
た
な
可

能
性
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
県
や

民
間
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
従
来
に

も
増
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
で
は「
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
う

え
だ
」の
徹
底
・
強
化
な
ど
を
通

じ
、
一
層
の
節
電
対
策
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

◆
経
済
・
雇
用
対
策

　

市
内
中
小
企
業
の
円
滑
な
資
金

繰
り
を
支
援
す
る
緊
急
対
策
と
し

て
、
市
制
度
融
資
に
お
け
る
経
営

支
援
資
金
、
経
営
健
全
化
資
金
お

よ
び
小
規
模
企
業
事
業
資
金
の
新

規
貸
付
利
率
を
、
本
年
４
月
か
ら

０
・
１
％
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、

経
営
支
援
資
金
お
よ
び
経
営
健
全

化
資
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
借
換

え
要
件
を
緩
和
す
る
な
ど
の
対
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
更

に
、
経
営
支
援
資
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
一
定
要
件
以
上
に
業
績
が

悪
化
し
て
い
る
中
小
企
業
を
対
象

に
、
新
規
借
入
後
１
年
間
の
利
子

補
給
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
県
の「
な
が
の
パ
ー
ソ

ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」

の
サ
テ
ラ
イ
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
、

上
田
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
設
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
係

機
関
や
団
体
と
の
連
携
を
一
層
深

め
、
き
め
細
か
い
求
職
者
・
勤
労

者
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
分
権
型
社
会
に
沿
っ
た

　

ま
ち
づ
く
り

　

４
月
１
日
に
施
行
し
た「
上
田

平
成
23
年
６
月
市
議
会
定
例
会　

市
長
提
案
説
明　
（
要
旨
）

６月市議会定例会で提案説明を
する母袋市長。
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市
自
治
基
本
条
例
」に
つ
い
て
は
、

そ
の
概
要
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
説

明
会
な
ど
を
通
じ
て
市
民
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
も
条
例
の
浸
透
を
図
り

な
が
ら
、
基
本
理
念
に
沿
っ
た
参

加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
践
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

圏
域
全
体
の
発
展
を
目
指
し
て

取
り
組
む「
定
住
自
立
圏
構
想
」に

つ
き
ま
し
て
は
、
市
町
村
ご
と
に

連
携
し
て
取
り
組
む
内
容
が
ま
と

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
定
例
会
に

協
定
締
結
に
関
す
る
議
案
を
提
案

い
た
し
ま
し
た
。
医
療
、
教
育
、

産
業
振
興
、
地
域
交
通
、
人
材
育

成
な
ど
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、

関
係
市
町
村
と
相
互
に
協
力
し
て

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
、
魅
力
あ

る
上
田
地
域
定
住
自
立
圏
の
形
成

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
地
域
医
療
の
再
生
と

　

産
院
移
転
新
築

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
に

４
月
に
開
所
し
た「
地
域
医
療
教

育
セ
ン
タ
ー
」で
は
、
信
州
大
学

医
学
部
な
ど
の
医
師
養
成
機
能
の

一
部
を
担
う
こ
と
に
よ
り
、
大
学

か
ら
指
導
医
や
研
修
医
の
安
定
的

な
派
遣
を
受
け
、
信
州
上
田
医
療

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
高
度
医
療
の

提
供
や
若
手
医
師
の
教
育
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

市
独
自
の「
医
師
確
保
修
学
資

金
等
貸
与
制
度
」に
つ
き
ま
し
て

は
、
制
度
の
浸
透
に
伴
い
、
今
年

度
は
新
規
３
名
の
貸
与
を
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
現

在
９
名
に
貸
与
を
行
っ
て
お
り
、

医
師
確
保
対
策
の
成
果
に
結
び
つ

い
て
い
る
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
産
院
の
移
転
新
築
事
業
に
つ

い
て
は
、
来
春
の
開
院
に
向
け
、

施
設
本
体
の
建
設
工
事
と
並
行
し

て
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
業

務
の
効
率
化
に
向
け
た
具
体
的
な

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
住
民
参
加
型
市
場
公
募
債

　
（
市
民
債
）の
発
行

　

市
政
の
主
役
で
あ
る
市
民
の
皆

様
が
、
積
極
的
に
参
加
し
協
働
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
手
段

の
一
つ
と
し
て
、
住
民
参
加
型
市

場
公
募
債（
市
民
債
）の
発
行
を
行

う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

新
市
初
の
取
組
に
当
た
り
、
そ
の

対
象
事
業
は
、
ま
ず
産
院
移
転
新

築
事
業
を
予
定
し
て
お
り
、
建
設

時
に
お
け
る
市
民
参
加
に
と
ど
ま

ら
ず
、
完
成
後
に
お
い
て
も
、
市

民
の
皆
様
に
守
り
育
て
て
い
た
だ

け
る
施
設
と
な
る
こ
と
を
期
待
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◆
交
流
・
文
化
施
設
等
の
整
備

　

現
在
、
基
本
設
計
お
よ
び
運
営

管
理
計
画
を
ま
と
め
る
段
階
と
な

り
、
市
内
各
地
域
で
開
催
し
た
市

民
説
明
会
で
は
、
全
体
で
６
５
０

名
を
超
え
る
市
民
の
皆
様
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
多
く
の
貴
重
な

ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。施
設
の
規
模
や
建
設
時
期
、

財
政
面
な
ど
に
対
し
て
様
々
な
ご

意
見
は
あ
っ
た
も
の
の
、
整
備
の

方
向
性
は
市
民
の
皆
様
に
基
本
的

な
ご
理
解
を
い
た
だ
く
中
で
、
期

待
や
希
望
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
も
改
め
て
感
じ
、

心
強
く
思
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
今
後
も
、
事
業
費
や
維
持
管

理
経
費
な
ど
の
節
減
に
留
意
し
つ

つ
、
開
館
後
の
事
業
展
開
な
ど
も

見
据
え
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
教
育
と
子
育
て
支
援

　

小
・
中
学
校
間
の
連
携
を
深
め

る
た
め
、
今
年
度
、
市
費
の
教
員

３
名
を
中
学
校
３
校
に
配
置
し
ま

し
た
。
中
学
校
の
教
員
が
小
学
校

に
出
向
き
、
よ
り
専
門
性
の
高
い

授
業
を
行
う
こ
と
で
、「
学
力
向

上
」と「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
」へ

と
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

県
の「
笑
顔
で
登
校
」支
援
事
業
を

活
用
し
、
県
や
関
係
機
関
な
ど
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
不
登
校
に

悩
む
子
ど
も
た
ち
が
一
人
で
も
多

く
登
校
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

小
泉
保
育
園
と
の
統
合
園
と
し

て
建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
新
た

な
泉
田
保
育
園
が
、
４
月
に
開
園

い
た
し
ま
し
た
。
老
朽
化
し
た
施

設
の
改
築
に
あ
わ
せ
て
統
合
と
再

配
置
を
行
う
と
と
も
に
、
３
歳
未

満
児
保
育
や
特
別
保
育
の
拡
充
に

よ
る
総
合
的
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
っ
た
も
の
で
あ
り
、
今

後
、
併
設
し
た
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
と
と
も
に
、
地
域
の
子
育
て

支
援
の
中
核
施
設
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
市
道
丸
子
小
牧
線
の

　

今
後
の
整
備

　

生
田
地
籍
に
お
い
て
４
月
20
日

に
発
生
し
た
落
石
事
故
で
は
、
幸

い
に
も
人
身
事
故
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
事
故
に
見
舞
わ
れ

た
方
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
市
道
丸
子
小
牧

線
は
、
千
曲
川
の
河
川
区
域
内
を

通
過
す
る
た
め
、
洪
水
時
に
は

度
々
の
通
行
止
め
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
一

方
で
、
１
日
６
０
０
０
台
を
超
え

る
交
通
量
が
あ
り
、
上
田
地
域
と

丸
子
地
域
を
結
ぶ
重
要
な
幹
線
道

路
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

長
期
間
の
通
行
止
め
に
よ
っ
て

市
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

も
国
・
県
と
の
協
議
を
重
ね
、
一

日
も
早
い
利
用
再
開
と
、
ト
ン
ネ

ル
整
備
の
具
体
化
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
地
な
ど
か
ら
の
支
援
要
請
に
対
し
て

迅
速
に
応
え
つ
つ
、で
き
得
る
最
大
限
の

支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市長提案説明　（要旨）
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上田警察署建設予定地

交
流
・
文
化
施
設
の
基
本
設
計
案
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

〜
市
民
が
集
い
、
文
化
芸
術
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
拠
点
の
整
備
に
向
か
っ
て
〜

交流・文化施設
整備検討シリーズ

Vol.８ 

交
流
・
文
化
施
設
は
、
大
小
ホ
ー
ル
、
美
術
館
、
交
流
施
設
、
緑
地
・
広
場
な
ど
、
様
々
な

機
能
を
併
せ
持
ち
、
文
化
振
興
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
魅
力
と
活
力
を
生
み
出
す
シ
ン
ボ
ル

施
設
と
し
て
、
平
成
21
年
12
月
に
策
定
し
た
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
、
施
設
の
基
本
設

計
と
運
営
管
理
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
程
、
施
設
の
基
本
設
計
案
と
運
営
管
理
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
基

本
設
計
案
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
運
営
管
理
計
画
案
と
５
・
６
月
に
か
け
て
市
内
各
地
域
で
開
催
し
た「
交
流
・
文
化
施

設
市
民
説
明
会
」で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
８
月
１
日
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

4

千曲川

クリーン
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交流・文化施設
整備予定地

古舟橋

上田橋
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駅
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アリオ上田

住宅分譲地

交流・文化施設基本設計案

すべての機能が交流プロムナード（回廊・歩廊）に
つながる低層型の交流・文化施設
　基本設計案では、広い敷地を生かし、大半の施設を１階に配置して、人にやさしい
バリアフリー設計としました。
　特徴の一つは、すべての施設が回廊のような交流プロムナードの両側に配置されて
いるため、各施設への出入りがしやすいことで、明快で分かりやすく、使いやすい施
設構成になっています。

5
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　大ホールは、音楽、演劇、オペラ、バレエ、講演会、
または小中学校や高校の合同音楽会など、様々な利用に
対応できる多目的ホールとして計画しています。
　それぞれの座席はゆったりとした余裕のある形状と
し、２階・３階バルコニー席を設けることで、１階席の
みの使用、または１階席＋２階バルコニー席といった使
用など、様々なニーズへの対応と、それに応じた使用料
金設定が可能となります。
　また、固定席のほかに立見席を設けるなどで、最大収
容人数は1,650人まで対応可能です。

●座席数
　①大規模利用時
　　1,530席（１階席～３階バルコニー席まですべて使用）
　②中規模利用時Ⅰ
　　1,274席（１階席と２階バルコニー席のみ使用）
　③中規模利用時Ⅱ
　　1,002席（１階席のみ使用）
　①～③のどの利用形態でも、車椅子席８席と親子鑑賞室が使
用できます。

●舞台の仕様（プロセニアム形式※）
　主舞台（幅21ｍ×奥行き18ｍ）
　袖舞台
　（上手幅12ｍ×奥行き18ｍ、
　下手幅６ｍ×奥行き16ｍ）
　舞台搬入口
　（大型トラック２台分）
　※プロセニアム形式とは、客席か

らみて舞台が区切られている一
般的な形式で、額縁舞台とも呼
ばれます。

大ホール

施設案内（市民のニーズや利用形態に応じた施設利用ができます）

大ホール断面図
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　小ホールは、音楽、演劇、舞踊、講演会などに利用でき
る固定席を持った多目的ホールで、客席を取り囲むような
形で２階にバルコニー席を設ける提案です。

●座席数
　320席
　※１階席のみ使用時は288席

●舞台の仕様
　主舞台
　（幅12ｍ×奥行き10ｍ）
　袖舞台
　（上手幅５ｍ×奥行き10ｍ、下手幅５ｍ×奥行き10ｍ）
　舞台搬入口
　（大型トラック１台分）　

小ホール

小ホール
１階客席

小ホール断面図

交流芝生広場
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●多目的ルーム…180㎡
　会議、展示、練習、講習会、物産展など、市民が日常的に、
そして様々な活動に利用できる空間とします。

●大スタジオ…250㎡
　大ホール主舞台と同じ広さを持ち、リハーサル室を兼ね、
様々な舞台芸術の練習や発表、講演会にも利用できます。

●スタジオ・会議室・和室…210㎡
　個人使用から団体使用までそれぞれの規模に応じて、合唱、
軽音楽、演劇など、様々な練習や録音・編集などに利用で
きる防音構造のスタジオとして、中スタジオと小スタジオ
を設けます。

　また会議室のほか、茶道など伝統的な文化活動にも利用で
きるよう、和室も設けます。

（各交流施設の面積）
　・中スタジオ　１室　70㎡
　・小スタジオ　４室　各30㎡
　　（録音編集機能１室）
　・会議室　　　１室　60㎡
　・和　室　　　１室　50㎡（18畳）

●交流プロムナード
　交流プロムナードとは、建物への
入口から各施設へつながる回廊状
の空間で、各施設に段差なく出入
り可能な構造です。

　その他の施設
　・エントランスロビー
　　総合案内（受付）
　・カフェ、ロッカー、託児室

交流施設

交流プロムナード・スタジオ断面図

交流芝生広場
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●市民緑地　・広場　　・交流芝生広場（直径約100ｍ）　　・緑地（公園）　　・桜並木（堤防沿い）　　・屋外トイレ
●駐車場　・約400台（普通車+大型車+身障者用）
●駐輪場　・約120台

その他施設

●展示室
　常設展示室、企画展示室ともに２階に配置し、鑑賞しやすいシンプルな形状にしています。
　絵画や工芸品など様々な展示ができるように、可動式の展示壁面やガラス製の展示ケースも設け、また大型作品の展示にも対
応できる設計としています。

　なお、外光を遮断する構造とし、大切な作品を紫外線による劣化から防ぎます。
　・常設展示室　計400㎡　　・企画展示室　計550㎡

●市民ギャラリー…180㎡
　市民の誰もが気軽に、日ごろの創作活動の成果を発表できる場として設計しています。
　可動式の展示壁面や、隣の多目的ルームを合わせて利用することで、作品の数や種類に応じた多様な展示が可能です。

●アトリエ…220㎡
　子どもアトリエとアトリエの２室を設けます。
　子どもアトリエは、子どもたちの自由な創作活動を支援するため、小学校２クラス分の活動が行える広さを確保し、水道施設
やトイレも設けます。また、小さなお子さんと親子で過ごすキッズコーナーのほか、写真現像用の暗室も用意します。

　・子どもアトリエ　170㎡（キッズルーム、写真暗室を含む）　　・アトリエ　50㎡

●その他の施設
　・ショップ、ライブラリー　　・ボランティアルーム、学芸員室、収蔵庫

美術館

施設案内

美術館断面図

交流芝生広場
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■防災対策・安全性への配慮

●災害時、避難の安全性を図るため、各施設に２方向の避難経路を確保します。
●地震に対しても安全性の高いワンランク上の耐震構造とし、大空間の天井落下やガラスの破損なども考慮して、事故
が起こらない設計とします。

●災害時には自家発電設備により必要な電源を確保します。また、浸水対策として、透水性舗装、雨水調整池を設ける
とともに、施設の床面を一段高くしています。

●建物は耐火構造とし、火災時の避難の安全性を確保します。

■省エネルギー・環境への配慮

晴天率が高く、千曲川の水に恵まれた上田市の特性を生かし、次の３点に考慮して、計画します。
●「自然採光」や「自然通風」を積極的に取り入れます。
●太陽光発電を導入します。
●千曲川流域の豊富な地下水や地中熱を活用します。

次のような最新の省エネルギー設備などを導入します。
●機密性、断熱性の高い施設設計として、空調コストや環境負荷の低減を図ります。
●LED照明など省エネ性能の高い照明機器と人感センサーなどを導入し、電力の無駄を減らし効率の改善を図ります。
●大ホール客席部や交流プロムナードなどの大空間ゾーンの空調は、居住域空調（必要な室内空間のみの省エネルギー
空調）方式を採用し、快適性を確保しながら、空調の効率化も図ります（25％削減）。

●トイレの排水に地下水を利用し、冷暖房には地中熱を利用するなど、様々な省エネ設備を導入します。

■市長が「行政チャンネル」で紹介

　今回お知らせした「交流・文化施設の基本設計案」などは、上田
市行政チャンネルの「ようこそ市長室へ」でも詳しくお知らせして
います。ご覧ください。
・上田市行政チャンネルで、７月１日㈮～７日㈭に放映。
　上田ケーブルビジョンCATV009
　丸子テレビ放送CA103チャンネル
・上田市ホームページでもご覧いただけます。
　URL：http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/index.html
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社会資本整備総合交付金
（国からの交付金）

18 国の採択済

合併特例債
（元利償還金の７割交付税措置）

93 65億円交付税措置

交流･文化施設基金
（市民の寄付などの積立）

14 さらに積立予定

一般財源
（市からの直接的な支出）

5 平成22～26年度

総合計 130 市の実質的負担額
33億円（基金除く）

施設整備にかかる経費と財源をお知らせします

■総事業費と合併特例債借入額を圧縮　～将来の財政運営に不安はありません～

　設計案による総事業費の見込みと、その財源内訳は、次の表のとおりです。財政面では、施設整備を行っても、
市政の発展が図れ、市民生活を守る事業を十分に実施して行けると推計しています。
　基金の利用などにより、合併特例債の借入額を18億円圧縮し、将来負担の軽減を図っています。また、今後
も基金の積み増しや住民参加型市場公募債の発行などで、さらなる圧縮に努めます。

整備事業費 114 建設費 104 交流・文化
施設 99

市民緑地・
広場 5

土地購入費 16

備品購入費 5

調査設計費 4

解体費 1

本体工事、電気、空調、
椅子、音響・照明・舞
台機構設備

楽器、舞台、展示用品

現市民会館の解体撤去

取得済み

総事業費 130

事業費の内訳（単位：億円）

財源の見込み（単位：億円）

■ご意見をお寄せください

　今回お知らせした基本設計案に関して、市民の皆さんからのご意見やご提案をお待ちしています。施設の設計は年度内
の完了を予定していることから、それまでの間、引き続き広くご意見をお聞きしたいと思います。
　いただいたご意見は今後の設計だけでなく、運営管理計画の検討に生かしていきますので、電話やFAX、メールなどで
皆さんの意見をお寄せください。
　ご要望に応じ、出前講座として、直接お伺いし意見交換もさせていただきますので、お気軽にお問い合わせください。

　 交流・文化施設建設準備室　TEL23・5219　FAX25・4100　Eメール：koryubunka@city.ueda.nagano.jp
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信州上田の夏祭り
カレンダー
第13回あじさい祭り
塩田平の前山寺から塩野神社までのあ
じさい小道に咲く、３万株を超える額
あじさいをゆっくり散策、ご鑑賞くだ
さい。
期　日  ７月16日㈯・17日㈰
場　所  塩田城跡あじさい広場、あ

じさい小道
内　容  広場にて、やきとり、ジュー

スなどを販売。
駐車場  無料駐車場あり
　塩田の館　TEL38・1251

第507回 岳
たけ

の幟
のぼり

別所温泉に伝わる珍しい雨
あま

乞
ご

いのお祭り。色と
りどりの反物をくくりつけた竹

たけ

竿
ざお

（幟）を担いだ
行列が夫

お

神
がみ

岳
だけ

山頂から温泉街まで練り歩き、さ
さら踊りや三

み

頭
かしら

獅
じ

子
し

も奉納されます。国の選択
無形民俗文化財に指定されています。
日　時  ７月17日㈰
 午前９時頃～午後１時頃
場　所  夫神岳～別所温泉街
　別所温泉観光協会　TEL38・3510

7月23 161718
日 土月

19
火

20
水

21
木

22
金土

夏
ま
つ
り
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

今
年
も
、
熱
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

各
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
た

夏
ま
つ
り
へ
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

保野祇園祭
1562年に武田信玄が穂屋
野にまちづくりをし、祇
園祭を始めさせたといわ
れ、御

み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

行列・保野
獅子・童

どう

女
じょ

のささら舞・屋
台ばやし・祭事の進行行
列などが450年の古式を伝えています。市指定無
形文化財に指定されている伝統あるお祭りです。
日　時  
　宵
よい

祭り　７月16日㈯
　　遷宮行列／午後３時30分　塩野神社発
　　ささら舞・獅子舞／午後８時～　保野公民館
　本祭り　７月17日㈰
　　遷宮行列／午後３時　仮宮・保野公民館発
　　ささら舞・獅子舞／午後４時～　塩野神社
　実行委員会（原）　TEL38・5079

全国つるし飾りサミット
上田の「つるしもの」、福岡県柳川の「さげもん」、
静岡県稲取の「雛

ひな

のつるし飾り」、山形県酒田の「傘
かさ

福
ふく

」が別所温泉にやってきます。地域色豊かな伝統
あるつるし飾りをお楽しみください。期間中、つ
り雛講習会や繭の里めぐりバスなどもあります。
サミット  
　７月９日㈯午後１時～／あいそめの湯
つるし飾り展示

　７月９日㈯～８月９日㈫／別所温泉周辺
　別所温泉観光協会　TEL38・3510
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上田祇園祭
今年も、参加36自治会の80基を超える宮みこし
や樽

たる

みこしなどのほか、子どもみこし・花車や獅
子が、中央商店街や駅前ロータリーへとにぎやか
に繰り出します。
日　時  ７月23日㈯午後１時～９時30分
場　所  中心市街地ほか
　上田祇園祭実行委員会（上田市自治会連合会
　　事務局）　TEL22・4100（内線1359）

第40回上田わっしょい
40回を記念して、最初の15分は全員で正調「上田
わっしょい」を踊ります。今年もサマーウォーズ連
が企画され、飛び入り参加で踊ることもできます。
日　時  ７月30日㈯
 みこし／午後４時～６時
　　　　　踊り・太鼓／午後６時30分～８時45分
場　所  中心市街地
　上田わっしょい実行委員会（ 観光課内）
　　TEL23・5408
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16：00～21：15
18：00～21：15

 

車両進入禁止 

【駐車場等のご案内】
　印のところは、駐車
場としてご利用いただ
けます。
民間駐車場もご利用く
ださい。できるだけバ
ス・電車をご利用くだ
さい。トイレは　印の
ところになります。

原町市民トイレ 

池波正太郎 
真田太平記館 

池波正太郎 
真田太平記館 
臨時駐車場トイレ  

海野町会館 

海野町駐車場 

駅トイレ 

三井住友銀行 
駐車場 

商
工 

会
議
所 

松
尾
町
通
り

上田城跡駐車場 

教育委員会
第２庁舎
駐車場

やぐら下庁舎
駐車場

市民会館 

清
明
小

合同庁舎

ひとまちげんき・
健康プラザうえだ

文化センター
原
町
通
り

海野町通

鷹匠町 

小牧橋へ小牧橋へ

大門町通

上田城跡公園 

市
役
所

二
中

上田駅前ビルパレオ

常田新橋へ 

古舟橋へ

上田橋へ

大手町通り 
り り 

上田駅 

国道１８号

本
部

（21：30まで）

（21：30まで）

（22：00まで）

至小諸 

上田城跡公園
体育館

お城口のバス・タクシー
乗り場が温泉口へ移動
バス／17：00～21：15
タクシー／18：00～21：15

交通規制

7月 2930 24
日

25
月

26
火土 金

27
水

28
木

31
日
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17：30～19：00
17：30～21：30
18：00～21：30
19：00～21：30

車両進入禁止 

トイレは　印の
ところになります。

原町市民トイレ 

池波正太郎 
真田太平記館 

池波正太郎 
真田太平記館 
臨時駐車場トイレ  

海野町会館 

海野町駐車場 

駅トイレ 

三井住友銀行 
駐車場 

商
工 

会
議
所 

松
尾
町
通
り

市民会館 

清
明
小

市営第２駐車場

原
町
通
り

柳
町
通
り

海野町通

鷹匠町 

小牧橋へ小牧橋へ

上田城跡公園 

市
役
所

二
中

上田駅前
ビルパレオ

信金

ひとまちげんき・
健康プラザうえだ

福祉会館

勤労者
福祉センター

常田新橋へ 

古舟橋へ

上田橋へ

大手町通り 
り り 

上田駅 

国
道
１８
号

至小諸 

大門町通

お城口のバス・タクシー
乗り場が温泉口へ移動
18：00～21：30

交通規制
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信 州 上 田 の 夏 祭 り
カ レ ン ダ ー

8月467 5 1
月

2
火3

水金 木土日
8
月

UEDA JOINT 2011
上田城跡公園芝生広場特設野外ステージにて、世界で活躍するアーティストがライ
ブを行います。さらに、憧れの超一流アーティスト、ケンウッド・デナード（Ds）、
TMスティーヴンス（B）、デルマー・ブラウン（Key）を講師に迎え、希望者に演奏の
スペシャルレッスンおよびクリニックを開催します！この夏、人生を変えるような
体験をしてみませんか。
●レッスン
日　時  ８月３日㈬・４日㈭午前９時～午後５時

場　所  菅平高原ゾンタックフォーレス（要申し込み）

●前夜祭（ドラムクリニック）
日　時  ８月５日㈮午後６時開場

場　所  上田映劇（要申し込み）

●野外ライブ
日　時  ８月６日㈯午後２時～８時、７日㈰午後２時～６時30分

場　所  上田城跡公園芝生広場特設野外ステージ

　NPO法人上田ジョイント　TEL25・6333　http://www.uedajoint.com

第24回信州上田大花火大会
千曲川の河畔を彩る上田の風物詩。スター
マインを中心に約8,000発の花火が夏の夜
空を華やかに彩ります。迫力満点の大花火をご堪能ください。。
日　時  ８月６日㈯午後７時～（荒天の場合は順延）
場　所  常田新橋下流300ｍ付近
交通規制（通行止め）

 ①午後３時30分～９時／上田橋から常田新橋までの右岸堤防道路　
②午後６時30分～９時／常田新橋と常田新橋から小牧橋下までの右
岸堤防道路、上田橋から常田新橋までの左岸堤防道路

＊無料駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。
　信州上田大花火大会実行委員会（上田商工会議所内）　TEL22・4500

第34回丸子ドドンコ
みこしや山車、法被や浴衣姿でにぎわい、
丸子の夏を彩る一大イベント。おどりコ
ンテストやデコレーションコンテストな
どイベント盛りだくさん。
日　時  ８月６日㈯
 みこし／午後３時～
 踊り／午後６時～
場　所  上丸子商店街
　 産業観光課　TEL42・1048

ケンウッド・デナード（Ds）

TMスティーヴンス（B）
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第27回真田まつり
2011夏の陣～がんばろう日本!!! ～
真田三代冒険ツアー、震災復興チャリ
ティーフリーマーケット、真田三代みこし、
民謡流し、信州真田六文銭太鼓演奏、真田
鉄砲隊演武、真田三代応援花火など、多彩
なイベントのほか、初となる信州プロレス
の公演を開催します。
日　時  ８月７日㈰午前９時～午後８時
場　所  真田運動公園およびその周辺
　真田まつり実行委員会事務局
　　（ 産業観光課内）　TEL72・2204

花市
お盆に供える生花の市が起源と
なる、夏の風物詩。商店街が歩
行者天国となり大にぎわい。
期　日  ８月12日㈮
場　所  上丸子商店街
　上田市商工会　TEL42・2213

第16回信州爆水RUN in 依田川
川の中のレースのほか、魚のつかみ取り、食のおもてなしなど各種イ
ベントがあります。
日　時  ８月７日㈰午前９時10分～開会式、午前９時40分スター

ト（ずくだしてGO! →ファミリー・グループ→鉄人の順）
場　所  丸子総合グラウンドおよび依田川・内村川
コース  ①鉄人コース（依田川／約８㎞・タイムトライアルレース）、

②ずくだしてGO! コース（川と山／約４㎞・タイムトライア
ルレース）、③ファミリー・グループコース（内村川／約３
㎞・指定タイム制）

参加資格  ①②は中学生以上（未成年は保護者の承諾が必要）、③は小
学生以上（小学生は保護者同伴、幼児は保護者の責任にお
いて参加可）

参加費  ①②／2,000円、③（１グループ５名まで）／高校生以上
1,000円、小学生500円、小学生未満は無料

申込方法  申込用紙に必要事項を記入のうえ、参加費を添えて７月
15日㈮までに実行委員会へ。

　信州爆水RUN in 依田川実行委員会（丸子総合体育館内）
　　TEL43・2250　http//bakusui-run.jpn.org/

第53回上田七夕まつり
海野町商店街で行われる「上田七夕
まつり」は、商店街のイベントとし
て県下最大級。東西300ｍに約30店
の参加店による、高さ15ｍの創意
工夫を凝らした七夕飾りが豪華に立
ち並びます。恒例の流しそうめんな
ど、楽しいイベントが盛りだくさん
です。夏の風物詩・七夕まつりへぜ
ひお越しください。
期　日 　８月６日㈯～８日㈪
場　所 　海野町商店街
　海野町商店街振興組合事務局
　　TEL22・9301

第30回武石夏祭り
期　日  ８月12日㈮・14日㈰・15日㈪
場　所  武石地域自治センター駐車場

周辺、武石グラウンド、老人
福祉センター

内　容  
12日／太鼓、マジックショー、みこし、

踊り、花火ほかイベント多数
14日／親善グラウンドゴルフ大会、親

善ソフトテニス大会、森林公園マ
レットゴルフ場無料開放

15日／親善囲碁大会
　武石夏祭り実行委員会
　　（ 産業観光課内）　TEL85・2828

8月
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運動の
講座に参加している方の声

清水文彦さん
（下塩尻）

現在、カラダ元気教室（ウォーキン
グ編）に参加中。健康のためにウォー
キングを実践している清水さん。歩
数は多い日で２万歩になることも！
「毎朝40分ほど歩いています。今ま
でブラブラ歩いていたので、講座参
加を機に正しい姿勢で歩くようにし
たいです」

講座に参加
した方の感想

～こんな効果がありました～

児童虐待防止への取り組み
上田市で、昨年度中に受け付けた通報・相談は62件あり、深刻なケースも多くなっています。こうした状況か
ら市では、家庭児童相談員を配置しています。
子育てに悩んだり、心配ごとがある場合や虐待と思われる事例についてご相談ください。
　家庭児童相談・虐待通報　TEL23・2000

ウェイトコントロール教室に参加
体重が３㎏、腹囲が２㎝減りました！
日常でもなるべく体を動かすように心が
けています。

インターバル速歩実践講座に参加
「体力がついた」、「下半身が強くなった」、
「疲れにくくなった」、「歩くのが楽しく
なった！」

カラダ元気℃測定に参加
自分の体力の衰えを実感して、運動を始
めるきっかけになりました。

カラダ元気栄養教室に参加
食生活の改善点がわかりました。調理
実習は、カロリーが少なくても大満足
でした。

中央子育て支援センター
中央子育て支援センターの「にじいろひろば」は、お父さん、
お母さん、お孫さんを連れたおじいちゃん、おばあちゃん
など、開始１年間で延べ５万人を超える皆さんにご利用い
ただいています。
また、保育園や幼稚園のこと、発達の癖、食事（離乳食）の
ことなどの育児に関する質問や相談にも応じており、毎月
設けている健康推進課の栄養士や歯科衛生士、子育て・子
育ち支援課の保健師による相談日も、専門的な内容にも「に
じいろひろば」内で答えてもらえると好評です。ぜひご利
用ください。
　中央子育て支援センター（にじいろひろば）
　　TEL26・3096

７月のお休みは５日㈫と22日㈮です。
（休みは上田市ホームページに掲載）

発達相談センター
新たに開設した発達相談センターには、これまでに1,000件を超える相談がありました。お子
さんの発達に関しての悩みや不安など、心配なことがあるときはお気軽にお問い合わせくださ
い。
11月には多くの皆さんに発達障害に関する理解を深めていただくための講演会を開催する予
定です。詳細については決まり次第お知らせします。
　発達相談センター　TEL24・7801
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講　座　名 内　　　　　　　容 対　　象 開催日時・申込
オーダーメイド型
健康教室

調理実習や運動など、皆さんの要望に応じた内容で専門職
を講師に教室をします。

５人以上の
グループ 随時予約受付

脚腰元気教室
転倒予防や脚の筋力アップを目指して、全身を使った運動
をします。２か月に１回、簡単な体力測定をして、脚の筋
力を確認します。

50歳以上
第１㈬10：00～11：30
（１月は第２㈬）
当日直接参加

チャレンジ
運動デイ

トレーニングマシンの体験ができる教室。正しい使い方を
講習します。 20歳以上

第１㈬9：30～11：30
（１月は第２㈬）
当日直接参加

カラダげんき
栄養教室

自分にあった食事量や栄養バランスを知るための教室。基
礎編（講義）と応用編（調理実習）２回で１教室。 20歳以上

随時予約受付
プレママ
クッキング

妊娠中の食生活や出産後の離乳食などを知り、調理実習も
します。レパートリーを増やすための応用編の講座もあり
ます。

妊婦

インターバル
速歩実践講座

普通の速さの歩行と速歩きを交互に行い、脚の筋力や体力
が向上できるといわれる歩行法を実践します。約４か月間
専用の歩数計をつけて歩きます。

20歳～おおむね
69歳以下 ９月以降の

「広報うえだ」で
お知らせウエイト

コントロール教室
（ママシェイプ編）

産後の体重のコントロールを目的とした教室です。赤ちゃ
んと一緒に参加できます。

産後２～７か月
で体重が戻りに
くい方

※いずれの講座も、上田市民が対象です。他に運動能力測定、肥満解消講座、個別相談、健診後の講座などもあります。

「にじ
いろひろば」に来たよ!

ひとまちげんき・健康プラザうえだの講座　一部を紹介します

　 子育て・子育ち支援課　TEL23・5106

　 健康推進課　TEL28・7123

小
こ

関
ぜき

貴
たか

士
し

さん

歩
あゆ

夢
む

くん
子どもが気に入っていて、
今日も午前中から「遊びに行
きたい」と言っていました。
平日はなかなか遊んであげ
られないので、休みの日は一

緒に過ごしてあげたいと思い、来
ました。妻は、「同じくらいの子どもを

持つ母親同士で不安なことを話し合えるのがいい」と
言っていました。

斉藤春
はる

河
か

さん

紗
さや

花
か

ちゃん
県外の出身でお友だちも近
くにおらず、初めての子育
てだったので不安でしたが、
ここでいろいろな人と話をし
て不安が少しずつ軽くなった

気がします。
ここはお友だちと一緒でなくても来るこ

とができて、知らないママたちとも話せるのでいいな
と思います。

市
いち

河
かわ

敏秀さん
千
ち

春
はる

ちゃん
美
み

春
はる

ちゃん
初めてだったので少し緊張
しながら来ました。
おもちゃが厳選されてい
て、こんな風に遊んで欲し
いというスタッフの気持ちが伝
わってきます。手作りおもちゃがた
くさんあって、家でもヒントになるのではと思います。

武田美奈さん
颯
はや

友
と

くん
引っ越してきて間もないの
で、ここへ来てお友だちが
できました。
子どもが動けるようになっ
てからは、子どもも遊べるし、
親も気分転換になってよいと思
います。歩く前だと、行く所も限られて
しまうので助かっています。

※おおむね３歳未満のお子さんと保護者の方がご利用できます。
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泊まって当てようご当地グルメキャンペーン
この夏は信州上田で！

　５月24日に発表された「信州うえだ発『がんばろう日本』応援宣言」
を受けて、市内の旅館組合・協会加盟店約180施設で、東北と上田
の特産品が当たる夏の宿泊キャンペーンを開催します。さらに上記
加盟店のうち約80施設では、宿泊費５％割引と、信州銘菓がその場
で当たるスピードくじも実施！
　市民はもちろん、どなたが泊まっても応募可能。夏休みに帰省す
るご親せきなどにもぜひご案内ください。
　詳しくはホームページをご覧ください。
信州上田観光情報
http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/kanko/
　上田観光コンベンション協会　TEL23・5408

謎解き宝探し in 上田市

真田幸村からの挑戦状
～謎の古文書を解読せよ！～

　アニメ「劇場版 戦国BASARA－The Last Party－」
とのタイアップ企画。宝の地図をもとに、宝箱を見つ
け出す宝探しゲームに参加しよう！

開催期間  ７月１日㈮～９月４日㈰
参加方法  宝の地図を入手し、市内に隠された六つの宝箱

を見つけよう。発見を証明するキーワードを
宝の地図に書き写し報告。三つ以上正解した
方に参加賞のオリジナルカードを、六つすべて
発見し最終問題に正解した方には、パーフェク
ト賞のオリジナルカードと抽選でソニーのPSP
（ゲーム機）ほか上田の特産品をプレゼントしま
す。

地図の配布場所

 上田商工会議所、観光会
館２階、上田駅観光案内
所、別所温泉観光協会（別
所温泉駅）、鹿教湯温泉
交流センター、ゆきむら
夢工房、各地域自治セン
ター、その他協力店舗な
ど。
参加費  無料
詳細はホームページをご覧
ください。
http://www.takarush.jp/ueda/
　上田商工会議所　TEL22・4500

亘理町
～練馬区と上田市の共同支援～

　上田市では東京都練馬区と共同し
て、宮城県亘

わた

理
り

町に職員派遣を行い、
避難者支援を実施してきました。
●派遣の経過
　平成18年８月に練馬区と上田市は
「災害時における相互応援に関する協
定」を締結しており、災害時には、生
活必需物資、職員などの相互応援を行
うこととしています。この度の震災後
も、応援態勢について互いに連絡を取
りあい、その中で亘理町への職員の共
同派遣が決定しました。
●業務内容
　練馬区では亘理町に４月12日から、
上田市では４月24日から、それぞれ
職員を６月６日まで派遣しました。上
田市からは44日間24人が各避難所と
の連絡調整となる本部運営や避難して
いる方々の支援をする避難所運営、仮
設住宅への入居事務などに携わってき
ました。
　今後も、被災した自治体からの支援
要請に積極的に応えていきます。

災害支援
Information
　 危機管理室　TEL21・0123

© 2011 CAPCOM/TEAM BASARA
上田市限定描き下ろしイラスト

情報
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Pick Up
tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター
情報

第５回山本鼎版画大賞展
開催記念事業と作品募集

日　時  ８月28日、９月４日・11日の日曜日、
午後１時～５時

場　所  山本鼎記念館１階講習室
対　象  高校生以上で版画制作の経験のある

方、本格的に版画制作を行ってみた
い方。

参加費  一般4,000円、高校･大学生2,000円
持ち物  版画の下絵（A4）、鉛筆、消しゴム、

30㎝定規、彫刻刀、エプロン
定　員  先着16名
申し込み  ８月18日㈭までに電話で山本鼎記

念館へ。

　講師の朴
ぼく
再
じぇ
英
よん
さん（第１回山本鼎版画大賞展 準大賞受賞）が、これまでに制

作した水性木版画の数々を鑑賞しながら、参加者それぞれが３日間かけてオリ
ジナル水性木版画を制作します。完成作品は額に入れてお持ち帰り。

◇夏期ワークショップ「彩る世界 ～水性木版画の魅力」

作品規定  2009年以降に制作した未発表の平面作品（一人１点）、額装後の規格は110㎝×100㎝×厚10㎝以内。
応募資格  国籍・年齢不問（国内から応募できる人）
出品料  5,000円
賞  大賞100万円、準大賞30万円、サクラクレパス賞、キリンビール賞ほか。
審査員  黒崎彰氏（版画家・京都精華大学名誉教授）、野田哲也氏（版画家・東京芸術大学名誉教授）、遠藤彰子

氏（洋画家・武蔵野美術大学教授）、渡辺達正（版画家・多摩美術大学教授）、甲田洋二（洋画家・武蔵
野美術大学学長）、小宮山量平氏（作家・山本鼎版画大賞展実行委員長）

応募期間  ７月１日㈮～８月31日㈬
応募方法  詳細は直接資料請求するか、山本鼎記念館ホームページをご覧ください。

　この秋に上田創造館で開催する全国公募展「第５回山本鼎版画大賞展」の作品を募集します。

◇第５回山本鼎版画大賞展への応募作品を募集

期　間  ７月28日㈭～９月４日㈰午前８時30分～午後５時
　　　　　（入館は午後４時30分まで。９月５日㈪は展示替えのため休館）
場　所  山本鼎記念館２階展示室
入場料  一般250円、市内高校生以下は無料 

　1999年の第１回からこれまでに開催された山本鼎版画大賞展の大
賞・準大賞作品、12点すべてをご紹介します。現代版画の到達点をご
覧ください。

◇作品展「未踏の地平へ～100年後の創作版画たち」

第４回山本鼎版画大賞展 大賞作品
「十畳間」　作者：八木文

ふみ

子
こ

さん

講師の朴再英さん

空も飛べるはずⅠ（2009年）

くつろぎⅠ（2006年）

　山本鼎記念館内「山本鼎版画大賞展」係　TEL/FAX22･2693
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お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

接
種
機
会
を
逃
が
し
た
方
へ

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
積
極
的
勧
奨
を

中
止
し
て
い
た
平
成
17
〜
21
年
度
に
接
種

し
な
か
っ
た
方
は
、
不
足
回
数
分
の
接
種

を
公
費
で
で
き
ま
す
。

●
接
種
回
数　

第
１
期
３
回
、
第
２
期
１

回
●
対
象
・
期
間　

平
成
７
年
６
月
１
日
〜

19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
20
歳

未
満
ま
で
の
期
間

●
接
種
方
法　

母
子
健
康
手
帳
の
記
録
で

不
足
回
数
を
確
認
の
上
、
市
内
委
託
医

療
機
関（
平
成
23
年
度
版
保
健
ご
よ
み

に
掲
載
）で
の
個
別
接
種
。
詳
細
は
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ

省
エ
ネ
大
作
戦
を
実
施

　

震
災
に
伴
う
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発

電
所
の
全
面
停
止
を
受
け
、
夏
場
の
電
力

供
給
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
電
力
需
要

が
ピ
ー
ク
と
な
る
時
間
帯
を
狙
っ
て「
さ

わ
や
か
信
州
省
エ
ネ
大
作
戦
」・「
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
」を
実
施
し
ま
す
。

●
実
施
日
時　

７
月
７
日
㈭
・
26
日
㈫
午

後
１
時
〜
４
時
と
午
後
８
時
〜
10
時
の

計
５
時
間

●
実
施
方
法　

昼
は
冷
房
の
設
定
温
度
を

調
整
、
夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
家

庭
の
あ
か
り
を
一
斉
に
消
す
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
に
よ
る
節
電
の
取
組
。

●
節
電
効
果
の
把
握　

中
部
電
力
の
協
力

で
県
内
全
域
の
節
電
効
果
を
公
表
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

申
請
手
続
き
を

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
、
将
来
、

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
も
あ
り

ま
す
。
免
除
期
間
は
、
申
請
し
た
年
度
の

７
月
か
ら
翌
年
の
６
月
分
ま
で
で
す
。
な

お
、
前
年
度
全
額
免
除
お
よ
び
納
付
猶
予

の
承
認
を
受
け
、
継
続
申
請
中
の
方
は
、

今
回
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
保
険
料
免
除
制
度

　

国
保
年
金
課
、
ま
た
は
各
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
へ
申
請
し
、
日
本
年
金
機
構
で
前

年
の
所
得
を
審
査
・
承
認
を
受
け
る
と
、

所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の「
全
額
」、「
４
分

の
３
」、「
半
額
」、「
４
分
の
１
」免
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

◇
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
を
除
く
30
歳
未
満
の
方
に
限
り
利

用
で
き
る
制
度
で
す
。

◇
学
生
納
付
特
例
制
度

　

収
入
が
な
い
学
生
が
、
住
民
票
の
あ
る

市
区
町
村
に
申
請
し
承
認
を
受
け
る
と
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
現
在

申
請
で
き
る
の
は
、
平
成
24
年
３
月
ま
で

の
期
間
で
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の（
持
ち
物
）

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
わ

か
る
も
の（
納
付
書
な
ど
）・
印
鑑
。

・
平
成
22
年
３
月
31
日
以
降
の
失
業
な
ど

を
理
由
と
す
る
と
き
は
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
、
ま
た
は
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票（
コ
ピ
ー
可
）。

・
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
は
、
学
生

証（
コ
ピ
ー
可
）ま
た
は
在
学
証
明
書
。

　

国
保
年
金
課　

TEL
23
・
５
１
１
８

上
小
山
び
こ
会
定
例
会

　

精
神
障
害
の
あ
る
方
の
家
族
の
学
習
と

交
流
会
で
す
。
上
小
圏
域
障
害
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ら
支
援
員
を
招
き
、
精
神

障
害
者
の
支
援
と
実
態
に
つ
い
て
勉
強
し

ま
す
。会
員
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
日
時　

７
月
13
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

団
体
会
議
室（
入
場
料
無
料
）

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

７
月
19
日
㈫
〜
25
日
㈪
は

交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動

●
ス
ロ
ー
ガ
ン　
「
信
濃
路
は　

ゆ
と
り

の
笑
顔
と　

ゆ
ず
り
あ
い
」

●
運
動
の
重
点　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止（
特
に
歩
行
・
横
断
中
）、
す
べ
て
の

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
、
飲
酒

運
転
の
根
絶
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の

推
進
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

催
し

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

新
生
上
田
市
５
周
年
記
念

米
田
佐
代
子
講
演
会

　

今
回
の
震
災
が
も
た
ら
し
た
被
害
を
、

女
性
の
視
点
か
ら「
地
域
を
ど
う
つ
く
る

今
月
の
表
紙

　昨年オープンした真田図書館の
コミュニティースペースを有効活
用し様々な発信をしていきたい
と、真田図書館サポーターの会が
中心となって企画したコンサート
が、６月12日に行われました。
　この催しは、昨年のAPEC国際
会議での演奏を始め、幅広く活躍
しているチェロ奏者の柳澤康

やす

司
し

さ
んとピアノ・筝

こと

奏者の竹内恵さん
に、お二人と親交のあるサポー
ターの会会員を通じて依頼し、実
現しました。観客は、演奏家の人
柄が醸し出す柔らかな雰囲気と、
奏
かな

でられた一流の音色に、充実し
た時間を過ごしました。

真田図書館開館記念コンサート

お
知
ら
せ
／
催
し
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か
」考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

７
月
17
日
㈰
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

真
田
図
書
館
２
階
多
目
的
ル
ー

ム
●
演
題　
「
協
同
」か
ら「
協
働
」へ

－

地
域

を
つ
く
る
女
性
の
生
き
方

－

●
講
師　

米
田
佐
代
子
氏（
ら
い
て
う
の

家
館
長
）

●
定
員　

先
着
70
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

７
月
14
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
真
田
図
書
館
へ
。

　

真
田
図
書
館　

TEL
72
・
８
０
８
０

平
成
23
年
度

稲
倉
棚
田
ほ
た
る
火
ま
つ
り

　
「
棚
田
百
選
」認
定
の
稲い
な

倉ぐ
ら

棚
田
で
、
約

１
０
０
０
本
の
ロ
ー
ソ
ク
が
夏
の
夜
を
幻

想
的
に
演
出
す
る「
ほ
た
る
火
ま
つ
り
」を

今
年
も
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
23
日
㈯
午
後
６
時
〜
10
時

頃（
荒
天
時
は
中
止
）

●
場
所　

稲
倉
棚
田

　

稲
倉
棚
田
保
全
委
員
会（

農
政
課

内
）　

TEL
23
・
５
１
２
２

記
念
対
談「
文
化
の
薫
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
」

　

今
年
度
、
母
袋
創
一
上
田
市
長
が
、
全

国
市
長
会
副
会
長
並
び
に
長
野
県
市
長
会

長
に
就
任
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
画
家

の
原
田
泰
治
さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
文
化
の

薫
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
」を
テ
ー
マ

に
母
袋
市
長
と
の
記
念
対
談
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

７
月
10
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分（
１
時
開
場
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル（
入
場

料
無
料
）

　

母
袋
上
田
市
長
全
国
市
長
会
副
会
長

並
び
に
長
野
県
市
長
会
長
の
就
任
を

祝
う
会
事
務
局　

TEL
23
・
５
１
１
２

ＦＣ　先週の撮影どうだった？
うめ　大変だったよ！最初はドキドキ緊張していたけど、同じこと

の繰り返しばかりで、外は暑いし疲れちゃった（怒）。ただ公
園で遊んでいるだけのシーンなのに、どうして何度も同じこ
とをしなきゃいけないの？

ＦＣ　どんな場面であれ監督が思い描いていたシーンに近づけるた
め、仕方がないことなんだ。役者やエキストラをどう配置し
てどう動かすかというだけでなく、撮影中は周囲の雑音や、
天気にだって気を配る必要があるからね。すべてのタイミン
グが揃

そろ

って、初めてOKになるんだよ。
うめ　そうなんだ。でも撮影が終わった時は本当に嬉しかったよ。

それに初めて役者さんを近くで見たけど、プロの子役の人た
ちは偉いね。私より小さいのに嫌な顔一つしないで演技をし
ていたもの。ところであんな大勢の中にいて、私ちゃんと映っ
ているのかな？

ＦＣ　それは上映されてからのお楽しみ！
うめ　前に友だちが映画に出て、すみっこに映っていただけで家

族全員が大喜びだったって。学校でもクラスメイトに自慢し
ていたよ。今度の映画はどうかな？映っていなかったら少し
がっかりするかも。でも、エキストラで参加した記念品もも
らえたし、お母さんにも「いい勉強になったね」って言われ
たし、ロケに参加できただけで満足かな。

ＦＣ　貴重な体験をしたね。こういう機会に恵まれるのも、やっぱ
り映画のまち上田ならでは。これからもよろしくね！

うめ　はいっ！私もいつかセリフのある役をやりたいです!!
ＦＣ　（苦笑）

　ついに銀幕デビューを果たした真
田うめちゃん。フィルムコミッショ
ン（FC）の事務局でスタッフがエキス
トラ出演の感想を聞いてみました。

うめちゃんが
行く！ ⑤

シリーズ

　信州上田フィルムコミッション　TEL23･5408

ロケ現場にて

フィルムコミッション10周年

ロケ現場で配られた記念品。
作品名がプリントされたＴ
シャツやマグカップなど。
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池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

夏
の
企
画
展

　

幸
村
の
薩さ
つ

摩ま

落
ち
に
関
わ
る
幸
村
伝
説

を
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
16
日
㈯
〜
９
月
11
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
６
時（
入
館
は
５
時
30

分
ま
で
。
水
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休

館
）

●
入
館
料　

一
般
３
０
０
円
、
市
内
高
校

生
以
下
無
料
、
団
体
・
障
が
い
者
は
割

引
あ
り
。

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

加
藤
さ
ゆ
り
長
野
県
副
知
事

講
演
会

　

長
野
県
政
初
の
女
性
副
知
事
・
加
藤
さ

ゆ
り
さ
ん
の
講
演
会
を
、
丸
子
地
域
の
女

性
た
ち
が
企
画
し
ま
し
た
。
３
月
に
副
知

事
に
な
っ
て
思
う
こ
と
な
ど
を
お
話
し
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時　

７
月
23
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

（
１
時
受
付
開
始
）

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

●
申
し
込
み　

不
要（
参
加
費
無
料
）

　

加
藤
さ
ゆ
り
長
野
県
副
知
事
講
演
会

実
行
委
員
会（

市
民
生
活
課
内
）

TEL
42
・
１
０
５
２

安
心
し
て
出
産
を

迎
え
る
た
め
の
講
演
会

　

産
科
医
に
よ
る
新
生
児
や
母
乳
育
児
に

影
響
を
与
え
る
病
気
の
こ
と
な
ど
、
ふ
だ

ん
病
院
で
は
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
内
容

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

８
月
３
日
㈬
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き･

健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
対
象　

現
在
妊
娠
中
の
方
、
一
般
の
方

●
申
し
込
み　

８
月
１
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ（
託
児
あ
り
、
要
申

し
込
み
）。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学

二
宮
教
授
の
講
演
会

●
日
時　

７
月
16
日
㈯
午
後
２
時
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館
３
階
大
会
議
室

●
演
題　
「
日
系
人
の
教
育
問
題
に
つ
い

て
」（
仮
題
）

●
講
師　

二に
の

宮み
や

正ま
さ

人と

氏（
サ
ン
パ
ウ
ロ
大

学
法
学
部
教
授
、
上
田
市
出
身
）

●
申
し
込
み　

不
要（
参
加
費
無
料
）

　

市
民
課　

TEL
23
・
５
３
３
４

２
０
１
１
年
度

夏
山
一
般
募
集
登
山

　
「
南
ア
ル
プ
ス
の
女
王
」と
も
称
さ
れ
る

高
山
植
物
の
豊
富
な
仙
丈
ヶ
岳
に
登
り
ま

す
。

●
期
日　

７
月
31
日
㈰

●
場
所　

仙
丈
ヶ
岳（
３
０
３
３
ｍ
）

●
集
合
場
所
／
集
合
時
間　

①
教
育
委
員

会
や
ぐ
ら
下
庁
舎
／
午
前
３
時
、
②
丸

子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
／
午
前
３
時
20

分
、
③
武
石
公
民
館
／
午
前
３
時
30
分

●
対
象　

小
学
４
年
生
以
上（
た
だ
し
、

小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

大
人（
中
学
生
以
上
）５
０
０

　

０
円
、
小
学
生
３
５
０
０
円（
保
険
料

含
む
）

●
申
し
込
み　

７
月
６
日
㈬
〜
12
日
㈫
に

電
話
で
武
石
公
民
館
へ
。

　

な
お
、
７
月
22
日
㈮
午
後
７
時
30
分
か

ら
武
石
公
民
館
で
開
催
す
る
事
前
説
明
会

に
は
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　

武
石
公
民
館　

TEL
85
・
２
０
３
０

上
田
市
民
水
泳
記
録
会

参
加
者
を
募
集

●
日
時　

８
月
21
日
㈰
午
前
８
時
〜
午
後

２
時（
予
定
）

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
50
ｍ
プ
ー
ル

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

催
し

せら知お

◇平成23年度納税通知書は７月中旬に発送します。
　今年度の国保税は、昨年度と比較して税率の変更はありませんが、課税限
度額が医療保険分１万円、後期支援金分１万円、介護分２万円の引き上げと
なっています。
　国保は加入者の皆さんが国保税を負担し、病気やケガなどに備える「助け
合いの制度」です。納期限内の納付をお願いします。
●平成23年度国保税率等

国民健康保険は助け合いの制度です
運営にご理解ご協力を

区　分 所得割率 資産割率 均等割額 平等割額 課税限度額
医療保険分 7.35％ 13％ 22,500円 22,500円 51万円
後期支援金分 2.1％ ― 6,000円 6,000円 14万円
介護分 2.5％ ― 6,000円 6,000円 12万円

◇国保脱退には届出が必要です
　国民健康保険の加入者が、就職したり扶養になったなどの理由で、他の健
康保険に加入した場合は、国保脱退の手続きが必要です。脱退の届出には、
新しく加入した健康保険証（被扶養者がいる場合はその方の保険証も必要）ま
たは社会保険資格取得証明書、印鑑、国民健康保険証（返却のため）が必要で
す。届出をしないと国保税が引き続き課税されてしまいますので、国保年金
課または各地域自治センターで早めに手続きをしてください。
　 国保年金課　TEL23･5118



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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で
健
康
に
自
信
の
あ
る
方

●
種
目　

50
ｍ（
自
由
形
、
背
泳
ぎ
、
平

泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
）、
２
０
０
ｍ
個

人
メ
ド
レ
ー
、
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
。
中

高
生
の
み
１
０
０
ｍ（
自
由
形
、
背
泳

ぎ
、
平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
）も
あ
り

ま
す
。

●
部
門　

小
学
生
学
年
別
、
中
学
生
、
高

校
生
、
成
人（
30
歳
未
満
、
30
歳
、
40

歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳
以
上
）エ
ン

ト
リ
ー
は
一
人
２
種
目
ま
で
。
そ
の
ほ

か
リ
レ
ー
に
出
場
で
き
ま
す
。

●
参
加
費　

１
種
目
４
０
０
円（
リ
レ
ー

は
除
く
、
た
だ
し
リ
レ
ー
の
み
の
参
加

は
一
人
４
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

７
月
29
日
㈮
ま
で
に
所
定

の
申
込
用
紙
に
参
加
費
を
添
え
て
、
体

育
課
ま
た
は
丸
子
総
合
体
育
館
、真
田
・

武
石
各
教
育
事
務
所
、
自
然
運
動
公
園

総
合
体
育
館
、
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田
、

上
田
水
泳
協
会
事
務
局（
㈱
信
州
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
内
）、
ふ
れ
あ
い
さ
な

だ
館
へ
。
小
中
学
生
は
学
校
で
受
け
付

け
ま
す
。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

第
11
回
さ
わ
や
か
高
原

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

菅
平
小
中
学
校
か
ら
、
爽
や
か
な
高
原

と
湿
原
を
散
策
す
る
12
㎞
コ
ー
ス
を
歩
き

ま
す
。

●
日
時　

７
月
24
日
㈰
午
前
９
時
ス
タ
ー

ト（
８
時
30
分
受
付
開
始
。
天
候
事
情

に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
）

●
集
合
場
所　

菅
平
小
中
学
校

●
参
加
費　

小
中
学
生
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
員
５
０
０
円
、
一
般
１
０
０
０
円

●
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、
帽

子
、
タ
オ
ル
、
防
寒
具
な
ど

●
申
し
込
み　

電
話
で
事
務
局
へ（
当
日

受
け
付
け
も
可
）。

　

上
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局

（
上
田
ス
タ
ー
商
会
内
）

　
　

TEL
35
・
０
２
４
６

丸
子
金
子
図
書
館

七
夕
お
は
な
し
会

　
「
お
は
な
し
回
転
木
馬
」の
皆
さ
ん
に
よ

る
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居
、
七

夕
か
ざ
り
作
り
な
ど
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

７
月
16
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

子
ど
も
ご
み
探
検
隊
に

参
加
し
よ
う
！

●
日
時　

８
月
２
日
㈫
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時

●
集
合
場
所　

エ
コ
・
ハ
ウ
ス

●
対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

●
定
員　

先
着
30
名

●
内
容　

廃
棄
物
処
理
施
設
の
見
学
、
使

用
済
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
工
作
と
ご

み
分
別
ゲ
ー
ム
な
ど
。

●
参
加
費　

50
円（
保
険
料
と
し
て
）

●
申
し
込
み　

７
月
22
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
廃
棄
物
対
策
課
へ
。

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

上
田
城
下
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

真
田
氏
ヒ
ス
ト
リ
ー

　

真
田
氏
に
詳
し
い
寺
島
隆
史
先
生
の
講

演
を
聞
き
、昼
食
を
食
べ
な
が
ら
座
談
会
。

そ
の
後
、
先
生
同
行
で
講
演
内
容
に
沿
っ

た
コ
ー
ス
巡
り
を
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
23
日
㈯
午
前
９
時
50
分
〜

午
後
２
時

●
集
合
場
所　

そ
ば
処
太た
い

平へ
い

庵あ
ん

前（
原
町
）

●
定
員　

30
名

●
参
加
費　

大
人
一
人
２
０
０
０
円（
昼

食
代
含
む
）

●
申
し
込
み　

７
月
22
日
㈮
ま
で
に
電

話
で
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
信
州
上
田
城
下
町

へ
。

　

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
信
州
上
田
城
下
町

（
池
田
）

　
　

TEL
０
９
０
・
１
４
０
３
・
４
０
２
９

第
２
回

真
田
児
童
館
ま
つ
り

●
日
時　

７
月
10
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

●
場
所　

真
田
児
童
館

●
内
容　

腹
話
術
、
折
り
紙
コ
ー
ナ
ー
、

作
っ
て
み
よ
う
コ
ー
ナ
ー
、
遊
び
コ
ー

ナ
ー
、
お
話
タ
イ
ム

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

作
品
を
持
ち
帰
る
袋
、
水
筒

●
申
し
込
み　

不
要

　

真
田
児
童
館　

TEL
72
・
０
３
２
３

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
・
小
学
生

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
交
流
大
会

●
期
日　

10
月
２
日
㈰

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
総
合
体
育
館

●
部
門　

①
小
学
１
・
２
年
生
８
人
制（
控

え
選
手
８
人
ま
で
）、
②
小
学
３
・
４
年

生
10
人
制（
控
え
選
手
10
人
ま
で
）、
③

小
学
５
・
６
年
生
10
人
制（
控
え
選
手
10

人
ま
で
）。
い
ず
れ
も
男
女
混
合
で
す

が
、
男
子
・
女
子
単
独
の
出
場
も
可
能

で
す
。

●
定
員　

３
部
門
合
計
30
チ
ー
ム

●
参
加
費　

一
人
２
０
０
円（
保
険
料
含

む
）

●
申
し
込
み　

９
月
５
日
㈪
ま
で
に
所

定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送（
〒
３
８
６

－

０
０
１
６　

国
分
１
６
２
４　

下
掘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
内
）、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
26
・

５
３
２
０
）で
、
ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
へ
。

　

な
お
、
ル
ー
ル
お
よ
び
指
導
の
講
習
会

を
７
月
24
日
㈰
中
塩
田
小
学
校
、
９
月
4

日
㈰
北
小
学
校
で
開
催
し
ま
す（
時
間
は

午
後
１
時
〜
４
時
）。
大
会
に
出
場
し
な

い
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

う
え
だ
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ　

TEL
26
・
５
３
２
０

催
し
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薬
草
・
ハ
ー
ブ
に
親
し
む
会

●
日
時　

７
月
31
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
30
分

●
場
所　

長
野
県
菅
平
薬
草
栽
培
試
験
地

●
内
容　

講
演
会「
身
近
な
薬
用
植
物
」、

薬
草
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
ラ
ベ
ン

ダ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
室
、ハ
ー
ブ
テ
ィ
・

薬
味
酒
の
試
飲
、
薬
膳
料
理
の
試
食
な

ど
●
講
師　

御み

影か
げ

雅
幸
氏（
金
沢
大
学
資
源

生
薬
学
研
究
室
教
授
）

●
参
加
費　

無
料

　

上
田
薬
剤
師
会　

TEL
22
・
６
１
３
０

松
尾
町
フ
ー
ド
サ
ロ
ン

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す

●
日
時　

７
月
13
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

●
場
所　

松
尾
町
フ
ー
ド
サ
ロ
ン
２
階
コ

ミ
ュ
二
テ
ィ
厨
房

●
講
座
名　

簡
単
！
家
庭
薬
膳
料
理
教
室

●
講
師　

柏
崎
美
穂
氏（
国
際
中
医
師
）

●
定
員　

10
名

●
参
加
費　

１
５
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
松
尾
町
フ
ー
ド
サ

ロ
ン
へ
。

　

松
尾
町
フ
ー
ド
サ
ロ
ン
で
は
、
ワ
ン
デ

イ
・
パ
テ
ィ
シ
エ
、
ワ
ン
デ
イ
・
シ
ェ
フ

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

松
尾
町
フ
ー
ド
サ
ロ
ン

　
　

TEL
71
・
５
３
５
５

講
座･

教
室

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
農
商
工
連
携

人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

　

今
注
目
の
植
物
工
場
の
未
来
開
拓
に
寄

与
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
14
日
〜
11
月
10
日
の
原
則

毎
回
木
曜
日
。
午
後
２
時
〜
５
時（
全

11
回
）

●
場
所　

上
田
市
産
学
官
連
携
支
援
施
設

（
信
州
大
学
繊
維
学
部
内
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
）

●
内
容　

農
商
工
連
携
の
意
義
と
役
割
、

全
国
か
ら
先
進
事
例
担
当
者
を
講
師
に

招
き
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
、
実
地
研
修
な

ど
。

●
対
象　

植
物
工
場
に
関
心
の
あ
る
企
業

の
方
、
農
業
者
、
商
工
団
体
・
自
治
体

職
員
、
大
学
・
研
究
機
関
関
係
者

●
定
員　

30
名（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

申
し
込
み
内
容
を
も
と
に
選
考
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

７
月
11
日
㈪
ま
で
に
、
企

業
名
、
所
属
、
役
職
、
名
前
、
連
絡

先
を
記
入
の
上
、
Ｅ
メ
ー
ル（arec2@

arecplaza.jp

）、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
21
・

４
３
８
２
）で
、
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
へ
。

　

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ（
㈶
上
田
繊
維
科
学
振
興

会
）　

TEL
21
・
４
３
７
７

夏
休
み
会
社
見
学
会

地
元
企
業
を
見
学
し
よ
う

●
期
日
／
会
社
名
／
定
員（
Ａ
：
午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分
、
Ｂ
：
午
後
２
時

〜
４
時
）

・
７
月
28
日
㈭
／
㈱
中
村
体
育
／
Ａ
20

名
、
㈱
ミ
マ
キ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
／

Ｂ
15
名

・
８
月
２
日
㈫
／
㈱
メ
ク
ト
ロ
ン
／
Ｂ
30

名
・
８
月
３
日
㈬
／
㈲
炊
飯
セ
ン
タ
ー
柳
澤

／
Ａ
10
名
、
㈱
新
村
／
Ｂ
10
名

・
８
月
４
日
㈭
／
コ
ト
ヒ
ラ
工
業
㈱
／
Ａ

15
名
、
豊
上
製
菓
㈱
／
Ｂ
20
名

・
８
月
５
日
㈮
／
松
山
技
研
㈱
／
Ａ
10

名
、
上
田
日
本
無
線
㈱
／
Ｂ
30
名

・
８
月
８
日
㈪
／
㈱
ミ
ヤ
シ
タ
／
Ａ
10
名

●
対
象　

市
内
の
小
学
３
年
生
〜
中
学
３

年
生

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

７
月
８
日
㈮
〜
19
日
㈫
に

所
定
の
応
募
用
紙
を
商
工
課
、
ま
た

は
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
産
業
観
光
課

へ
。
応
募
多
数
の
場
合
は
７
月
23
日
㈯

午
前
10
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
抽
選
会

を
行
い
ま
す
。

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
６

公
開
講
座「
自
然
死
へ
の
道
」

〜
い
の
ち
の
レ
ッ
ス
ン
〜

　

未
曾
有
の
災
害
を
経
た
今
、
改
め
て
い

の
ち
の
根
源
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
時　

７
月
23
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
３
階
大
会
議
室

●
内
容　

米よ
ね

沢ざ
わ

慧け
い

さ
ん
に
よ
る「
自
然
死

へ
の
道
〜
い
の
ち
の
レ
ッ
ス
ン
〜
」

催
し
／
講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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キラリ★輝くこどもたち！

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
申
し
込
み　

不
要

●
参
加
費　

５
０
０
円

　

上
田
・
生
と
死
を
考
え
る
会（
小こ

高だ
か

）

　
　

TEL
０
９
０
・
５
７
５
７
・
０
５
１
３

リ
ラ
ッ
ク
ス
セ
ミ
ナ
ー

不
眠
で
気
づ
く
心
の
サ
イ
ン

●
日
時　

７
月
26
日
㈫
午
後
２
時
〜
４
時

（
１
時
30
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

精
神
科
医
師
よ
る
講
演「
眠
れ

て
い
ま
す
か
？
不
眠
で
気
づ
く
こ
こ
ろ

の
サ
イ
ン
〜
う
つ
病
の
理
解
と
そ
の
対

応
〜
」、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
実
践

●
対
象　

上
田
市
民

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

７
月
７
日
㈭
〜
25
日
㈪
に

電
話
で
丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
42
・
１
１
１
７

あゆみっ子の
ひとみ輝く保育園生活

あゆみ保育園

　あゆみ保育園は、「産休明けからの保育と
働く婦人が働き続けること」を願う多くの
人たちにより、今から30年余前につくら
れました。子どもたちが集団の中でたくま
しく、賢く、心豊かに育つ保育を父母、地
域の皆さんと共に進めることを目標として
います。
　毎日の散歩では近所の皆さんに犬を見せ
てもらったり、子どもたちに声をかけても
らうなど、地域の方に見守られ毎日元気に
過ごしています。
　また、水・泥遊びも子どもたちの生活に
は欠かせません。毎日何回も着替えるほど
たっぷり楽しんでいます。
　園では０歳から就学前の子どもたちが一
緒になって生活をしています。年長さんに

なると指先が器用になり、自分たちの使う
ものは、自分たちで作ります。草木染めを
した布を使って三つ編で縄とびのなわを編
んだり、雑巾を縫ったり、竹馬や凧などを
作ったり。その姿を小さい子たちは憧れを
もって見ています。
　体づくりは発達を促すうえでも大事な
ことと考えています。そのため「リズム」
を生活に取り入れ、子どもたちならみんな
が知っている「めだか」「とんぼ」「かめ」「あ
ひる」などの曲を、ピアノに合わせてリズ
ムをとる遊びをしています。０歳から年長
までの子どもたちはみんな大好きで、音が
聞こえると赤ちゃんは自然と体が動き出し

ます。年齢を追うご
とに指先の動き、ス
ピード感、しなやか
さが出て年齢ごとの
違いがよくわかりま
す。子どもたちは五
感を刺激され、日々
成長しています。

「針に糸を通すのは大変だったけど、
雑巾縫うのは楽しい！」

うれしい！初めてお友だ
ちと手をつないだよ！
「お昼食べに帰るんだ」

＜広告欄＞
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メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
キ
ッ
ズ
・

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
１
１

　

紙
に
書
い
た
絵
、
人
形
、
物
な
ど
を
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
で
ア
ニ

メ
を
作
り
ま
す
。
完
成
作
品
は
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
ト
グ
ラ
ン
プ
リ（
テ
ー
マ「
元
気
」、

12
月
１
日
結
果
発
表
）の
動
画
部
門
へ
応

募
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
７
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

●
定
員　

20
名（
応
募
多
数
は
抽
選
）

●
対
象　

小
学
４
年
生
〜
高
校
生

●
参
加
費　

３
０
０
０
円（
受
講
料
、
材

料
費
含
む
）

●
申
し
込
み　

７
月
31
日
㈰
ま
で
に
、
氏

名
・
性
別
・
学
校
名
・
学
年
・
住
所
・

電
話
番
号
・
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の

抱
負
を
記
入
し
、
保
護
者
の
氏
名
お

よ
び
押
印
の
上
、
郵
送（
〒
３
８
６

－

１
２
１
１　

下
之
郷
８
１
２

－

１
）、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
39
・
１
０
１
０
）で
、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

図
書
館
で
調
べ
て

別
所
線
に
乗
ろ
う
! !

　

塩
田
平
を
走
る
別
所
線
に
つ
い
て
、
図

書
館
で
、
ま
た
実
際
に
乗
っ
て
調
べ
て
み

ま
せ
ん
か
。
別
所
・
塩
田
・
丸
子
に
あ
る

資
料
館
や
保
存
車
両
な
ど
を
巡
り
ま
す
。

●
日
時　

８
月
１
日
㈪
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
頃

●
集
合
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

●
講
師　

竹
田
貴き

一い
ち

氏（
別
所
線
の
将
来

を
考
え
る
会
代
表
）

●
定
員　

30
名

●
参
加
費　

保
険
料
１
０
０
円
、
電
車

賃（
大
人
９
３
０
円
、
小
学
生
以
下

４
７
０
円
）、
あ
い
そ
め
の
湯
入
浴
料

（
温
泉
に
入
る
方
の
み
）

●
持
ち
物　

昼
食
、雨
具
、帽
子
、メ
モ
帳
、

筆
記
用
具
、
カ
メ
ラ
、
飲
み
物
、
お
や

つ
、
タ
オ
ル
な
ど
。

●
申
し
込
み　

７
月
28
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
初
心
者
講
習
会

　

上
田
市
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
の
指
導

に
よ
る
講
習
会
で
す
。

●
日
時　

７
月
23
日
㈯
午
前
８
時
30
分
受

付
開
始
。

●
場
所　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

●
内
容　

午
前
中
は
講
習
。
午
後
は
自
由

に
プ
レ
ー
可
。

●
参
加
費　

１
５
０
０
円（
入
場
料
、
テ

キ
ス
ト
代
、
軽
食
代
、
保
険
料
含
む
。

当
日
徴
収
）

●
定
員　

先
着
50
名

●
申
し
込
み　

７
月
16
日
㈯
ま
で
に
電

話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
塩
田
の
郷
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
へ（
窓
口
で
も
受
付

可
）。

　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

　
　

TEL
／
FAX
39
・
４
４
５
５

第
２
回

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

●
日
時　

７
月
25
日
㈪
午
後
２
時
〜
４
時

（
午
後
1
時
30
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

講
演「
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」白
倉
真
理
子
氏（
長

野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健

師
）、
交
流
会

●
対
象　

上
田
市
民

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

７
月
22
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

夏
休
み
！

小
学
生
水
泳
教
室

　

泳
ぎ
が
上
手
に
な
り
た
い
小
学
生
対
象

の
夏
休
み
短
期
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

７
月
27
日
㈬
・
28
日
㈭
・
29
日

㈮
午
前
９
時
〜
９
時
50
分

●
場
所　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

●
コ
ー
ス　

低
学
年
水
な
れ
、
高
学
年
水

な
れ
、
低
学
年
ク
ロ
ー
ル
、
高
学
年
ク

ロ
ー
ル
＆
平
泳
ぎ

●
定
員　

各
10
名（
先
着
順
）

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
別
途
入
館
料

／
毎
回
５
０
０
円
必
要
）

＜広告欄＞

講
座
・
教
室



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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●
申
し
込
み　

７
月
９
日
㈯
以
降
、
ア
ク

ア
プ
ラ
ザ
上
田
へ
。

　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

　
　

TEL
26
・
２
６
２
６

夏
休
み
子
ど
も
ア
ー
ト
教
室

●
日
時　

①
絵
画
教
室
／
７
月
30
日
㈯
・

31
日
㈰
、
８
月
１
日
㈪
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
30
分
、
②
木
彫
教
室
／
８
月
４

日
㈭
・
５
日
㈮
・
６
日
㈯
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
30
分

●
場
所　

山
本
鼎
記
念
館

●
内
容　

①
②
セ
ミ
ナ
ー「
山
本
鼎
に
つ

い
て
知
ろ
う
！
」、
①
絵
画
を
描
く（
下

絵
・
素
描
・
作
品
化
・
鑑
賞
）、
②
木

彫
り（
下
絵
・
素
描
・
作
品
化
・
鑑
賞
）

●
講
師　

①
近
藤
恒
昭
氏（「
自
分
ら
し
い

絵
が
描
け
る
会
」主
宰
、
美
術
科
指
導

主
事
）、
②
徳
武
忠ち
ゅ
う

造ぞ
う

氏（「
し
な
の
会
」

主
宰
・
長
野
県
農
民
美
術
連
合
会
会
員
）

●
対
象　

上
田
市
お
よ
び
近
郊
の
小
中
学

生（
保
護
者
の
参
加
も
可
）

●
持
ち
物　

①
②
４
Ｂ
鉛
筆
、
古
新
聞
、

ボ
ロ
布
、昼
食
、飲
み
物
、絵
の
具
セ
ッ

ト
、
①
ク
レ
ヨ
ン
ま
た
は
ク
レ
パ
ス
、

②
彫
刻
刀
一
式（
学
校
で
使
用
し
て
い

る
も
の
で
可
）

●
定
員　

各
20
名（
先
着
順
）

●
参
加
費　

一
人
５
０
０
円（
３
回
分
）

●
申
し
込
み　

７
月
８
日
㈮
〜
15
日
㈮
に

電
話
で
山
本
鼎
記
念
館
へ（
13
日
㈬
は

休
館
）。

　

山
本
鼎
記
念
館　

TEL
22
・
２
６
９
３

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
60
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

７
月
16
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

棟
３
階
講
堂

●
講
演　
「
肺
が
縮
ん
で
ゆ
く
病
気
」間か

ん

質し
つ

性
肺
炎
に
つ
い
て

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

第
２
回

「
信
州
上
田
の
偉
人
」講
座

　

上
田
市
出
身
ま
た
は
縁
の
人
物
で
、
国

内
や
世
界
で
活
躍
し
た
先
達
者
の
人
物
像

や
業
績
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
日
時　

７
月
16
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

上
田
商
工
会
議
所
５
階
ホ
ー
ル

●
内
容　

新
田
潤「
映
画
館
の
あ
る
街
」ほ

か
、
講
師
／
土
屋
郁
子
氏（
前
池
波
正

太
郎
真
田
太
平
記
館
館
長
）

●
定
員　

先
着
１
０
０
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

電
話
で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

＜広告欄＞

●試験程度　高等学校卒業程度
●試験区分　①一般行政事務、②土木技術
●受験資格　平成２年４月２日以降に生まれた方
●採用予定人員　若干名
●試験科目　①②教養試験、①適性検査、②専門試験
●受験申込　７月31日㈰～８月３日㈬午前９時～午後５時

に、市役所（募集要項記載の受験申込会場）へ
受験者本人が次の必要書類を持参してください
（日曜日も受付。郵送は不可）。

●必要書類　受験申込書、履歴書、80円切手貼
ちょう

付
ふ

の封筒（合
否連絡用に受験者の住所・宛名を記入。長形３
号）

※受験申込書と履歴書は、市役所本庁舎１階「総合案内」、人
材開発課、各地域自治センターに設置されたもの、または
上田市ホームページからダウンロードしたものを使用して
ください。ただし、高等学校在学者の履歴書は、全国高等
学校統一用紙を使用してください。

●第一次試験　９月18日㈰午前８時30分～（８時受付開始）
　 人材開発課　TEL23･5332

平成24年４月１日採用予定の
上田市職員（高等学校卒業程度）を募集

集募

講
座
・
教
室



情報あ･ら･かると

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e 28

Information A La Carte

募
集

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

上
田
市
表
彰
審
査
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
公
募
に
よ
り
審
議
会
へ
参
画
で
き

る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま
で
）

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
の
内
容　

上
田
市
の
功
労
表
彰
な

ど
に
関
し
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調

査
審
議
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書（
秘
書
課

ま
た
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
）に「
上
田
市
の
功
労
表
彰
に
つ
い

て
」と
題
し
た
レ
ポ
ー
ト（
８
０
０
字
以

内
・
書
式
自
由
）を
添
え
て
、
秘
書
課

に
提
出
。
レ
ポ
ー
ト
と
面
接
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　

７
月
15
日
㈮

　

秘
書
課　

TEL
22
・
３
４
３
５

第
５
回
花
と
緑
の

ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

●
部
門
／
対
象

・
団
体
部
門
／
自
治
会
・
育
成
会
な
ど
の

各
種
団
体
、
企
業
な
ど
が
管
理
す
る
道

路
沿
い
の
花
壇
、
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
。

・
個
人
部
門
／
個
人
が
管
理
す
る
庭
や
玄

関
ア
プ
ロ
ー
チ
、
壁
面
な
ど
。

・
学
校
部
門
／
学
校
や
緑
化
委
員
会
な
ど

が
管
理
す
る
花
壇
、プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
。

　

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
応
募
方
法　

７
月
19
日
㈫
〜
８
月
12
日

㈮
に
、
公
園
緑
地
課
ま
た
は
丸
子
・
真

田
・
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
建
設
課

に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
写
真
を
添
え
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

　

公
園
緑
地
課　

TEL
23
・
５
１
３
４

信
州
上
田

子
ど
も
十
勇
士
隊
隊
員
募
集

　

真
田
の
郷
・
信
州
上
田
を
盛
り
上
げ
る

子
ど
も
十
勇
士
隊
と
し
て
、
赤
い
甲
冑
を

着
て
、
上
田
真
田
ま
つ
り
や
姉
妹
都
市
で

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
対
象　

イ
ベ
ン
ト
時
に
保
護
者
が
同
伴

で
き
る
小
学
１
〜
６
年
生
の
男
女

●
定
員　

９
名

●
申
し
込
み　

電
話
で
信
州
上
田
子
ど
も

十
勇
士
隊
へ
。

　

信
州
上
田
子
ど
も
十
勇
士
隊（
飯
島
）

　
　

TEL
27
・
４
６
０
４

募
集

＜広告欄＞

　将来、上田市産院で助産師として働こうとする方に対し、必要
な資金を貸与します。

上田市助産師確保修学資金等
貸与者を募集します

集募

区分 修学資金 就業資金 研究資金

対象者
助産師を養成する
学校、または養成
所に在学する学生

６月以上助産師
業務に従事して
いない助産師

次のいずれかの
方。県外から転入
した助産師、６月
以上助産師業務に
従事していない助
産師

貸与金額 月額10万円 20万円 50万円

貸与期間 １年間

貸与決定から上
田市産院に就業
するまで（２年
間を限度）

３年間

その他 一定期間、上田市産院で従事することにより返還を免
除します。

●募集期間　修学資金／８月31日㈬締切
　　　　　　就業資金・研究資金／随時
●募集人数　各区分で若干名
　詳しい制度の内容や募集要項などの資料請求は健康推進課へ。
　また、応募する方は事前にご連絡ください。
　 健康推進課　TEL28･7123
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

上
田
市
と
東
御
市
の
境
に
あ
る
標
高
２
０
６
６
m
の
烏え

帽ぼ

子し

岳
。

遠
く
は
富
士
山
や
北
ア
ル
プ
ス
ま
で
見
渡
せ
る
山
頂
か
ら
の
絶
景
が

楽
し
み
で
、
何
度
も
登
る
登
山
者
が
多
い
、
学
校
行
事
で
も
多
く
登

ら
れ
て
い
る
里
山
で
す
。

　

ま
た
、
烏
帽
子
岳
西
側
の
殿で
ん

城じ
ょ
う

山や
ま

は
豊
殿
地
区
の
住
民
に
親
し
ま

れ
て
い
る
山
で
、
市
民
の
森
公
園
か
ら
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
烏
帽
子
岳
・
殿
城
山
を
愛
す
る
会
」は
、
豊
殿
地
区
内
で
山
が
好

き
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
平
成
21
年
度
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在

会
員
26
名
。
主
に
市
民
の
森
公
園
か
ら
烏
帽
子
岳
頂
上
へ
の
登
山
道

や
標
識
の
整
備
、
市
民
の
森
公
園
か
ら
殿
城
山
を
周
遊
す
る
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

５
月
22
日
、
メ
ン
バ
ー
は
殿
城
山
の
登
山
道
入
口
に
あ
た
る
市
民

の
森
駐
車
場
に

案
内
板
を
設
置

し
た
後
、
登
山

道
の
整
備
、
40

枚
の
標
識
板
を

設
置
す
る
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
５
日
、
市
民
の

森
公
園
か
ら
殿
城
山
を

巡
る
約
６
・
５
㎞
を
歩
く

登
山
会
を
開
催
。
一
般

参
加
者
60
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
参
加
者
に
豚

汁
を
ふ
る
ま
う
た
め
、

調
理
に
必
要
な
食
材
や

鍋
、
釜
な
ど
す
べ
て
を

自
分
た
ち
で
山
頂
に
上
げ
ま
し
た
。「
あ
ん
な
に
美
味
し
い
豚
汁
は
初

め
て
だ
っ
た
」と
様
子
を
話
し
て
く
れ
た
同
会
・
会
長
の
金
井
利
侑

さ
ん（
上
の
写
真
中
央
）。
調
理
担
当
の
副
会
長
の
関
薫
さ
ん（
上
の

写
真
左
）は
、「
参
加
者
に
喜
ん
で
も
ら
い
、
作
っ
た
甲
斐
が
あ
り
ま

し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
事
務
局
の
神
田
友
夫
さ
ん（
上
の
写
真

右
）は
、「
こ
れ
か
ら
は
、
稲い
な

倉ぐ
ら

の
棚
田
、
麻あ
さ

蒔ま
き

リ
ン
ゴ
園
な
ど
豊
殿

地
区
の
観
光
資
源
を
一
体
的
に
整
備
し
、
よ
り
魅
力
的
な
地
域
に
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
民
の
森
か
ら
殿
城
山
を
周
遊
で
き
る

登
山
道
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

烏帽子岳・殿城山を愛する会

豊殿地区の「烏帽子岳・殿城山
を愛する会」は、昨年度、わが
まち魅力アップ応援事業の採択
を受けました。荒れた登山道を
整備し利用者を増やすことを目
的に、昨年度の事業では、烏帽
子岳登山道に繁茂した笹刈り、
殿城山登山道の急坂の整備、頂
上周辺の雑木伐採、ハイキング
イベントなどを実施しました。
今年度も５月下旬から登山道の
整備や標識案内板の設置が行わ
れ、今後は、ハイキングイベン
トの開催や、登山道や高山植物
を紹介したパンフレット制作に
取り組む予定です。

金か
な

井い

利と
し

侑ゆ
き

さ
ん　

関せ
き

薫か
お
る

さ
ん　

神か
ん

田だ

友と
も

夫お

さ
ん

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

＜広告欄＞



30

　６月３日から５日にかけて、信州国際音楽村で、
開村24周年記念祭「信州ルネッサンス2011」が震
災復興支援音楽祭として開催されました。
　記念祭は三つの大きなコンサートを中心に開催
され、４日の夜は屋外パノラマステージで、メ
インコンサート「加瀬邦彦＆ザ・ワイルドワンズ
with中村あゆみ」が行われました。コンサートで
は世代を超えたヒット曲の数々が演奏され、900
人で満員となった会場は熱気に包まれ、大いに盛
り上がりました。
　今年は復興支援の催しとして、実行委員会主催
のチャリティーバザーと、丸子地域の20代有志
を中心に構成された「感動☆プロジェクト」の皆
さんによる被災地へ送る花の絵のうちわ製作コー
ナーが設けられたほか、全体収益の一部が被災地
への支援金に充てられました。
　そのほかにも、屋外では農民美術の木彫体験や
バザーなどのふれあい広場が行われ、ホールこ
だまでは地域のダンスチームなどが出演したパ
フォーマンスステージ、鹿教湯温泉の温泉を使っ
た足湯、スタンプラリーや絵本の読み聞かせなど
様々な催しが行われ、大勢の来場者でにぎわいま
した。

復
興
へ
の
想
い  

音
楽
に
乗
せ
て

〜
信
州
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
２
０
１
１
〜

グリーンベルト大作戦

　

６
月
11
日
、下
武
石
地
区
で
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
大
作
戦
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と
は
、
歩
道

の
設
置
が
難
し
い
道
路
の
路
肩
に
緑

色
の
ペ
イ
ン
ト
を
し
て
簡
易
歩
道
と

す
る
も
の
で
、
歩
行
者
は
両
方
向
へ

通
行
で
き
、
ま
た
、
運
転
者
は
色
に

よ
る
注
意
喚
起
が
で
き
る
た
め
、
狭

く
交
通
量
の
多
い
道
で
も
両
者
が
安

全
に
通
行
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

今
回
設
置
さ
れ
た
武
石
児
童
館
前

の
交
差
点
は
、
最
近
交
通
量
が
増
加

し
、
通
学
路
と
し
て
危
険
度
が
増
し

た
た
め
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設
置

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
作
戦
に
は
、
下
武
石
地

区
の
小
学
生
と
保
護
者
、
自
治
会
、
交
通
安
全
に
関
係

す
る
皆
さ
ん
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
路
面
ペ
イ
ン
ト

班
と
、
ペ
ン
キ
の
か
き
混
ぜ
班
に
分
か
れ
、
段
取
り
良

く
作
業
が
進
み
２
時
間
ほ
ど
で
き
れ
い
な
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
小
学
生
は「
大
変

だ
っ
た
け
ど
き
れ
い
に
塗
れ
て
よ
か
っ
た
。
車
に
気
を

付
け
て
学
校
へ
行
き
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
で
は
安
全
確
保
の
た
め
、
今
後
も
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

みんなでコロコロペタペタ！

このコーナーでは、４地域の話題や
出来事などを紹介しています。
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　６月12日に菅平高原スポーツランド陸上競技場で「第
17回上田市民陸上カーニバル」が開催され、小中学生な
ど延べ780人がそれぞれのトラック・フィールド種目に
出場し、高原の澄んだ空気の中で記録に挑戦しました。
　日頃の練習の成果を発揮すべく熱心に競技に取り組
むなか、５月の静岡国際陸上競技大会や東日本実業団
陸上競技選手権の5000ｍで優勝し、次の大会に向けて
菅平で合宿を行っているエチオピア出身のイブラヒム選
手（HONDA陸上競技部所属）が、小学生男子の1000ｍ走
に参加し、共に走る小学生たちに声を掛けながら２組の
レースに出場してトップアスリートの走りを見せていま
した。
　競技場の周辺は応援の家族でにぎわい、子どもたちの
競技では、懸命な姿に大きな声援が響いていました。競
技の合間には家族や友だち同士でお弁当を広げたり、本
格的な夏のシーズンを迎えた初夏の高原を楽しんでいま
した。

第
17
回
上
田
市
民
陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル
開
催

爽
や
か
な
初
夏
の
高
原
で
走そ

う

・
跳ち

ょ
う

・
投と

う

　

６
月
６
日
、
市
の
芸
術

家
学
校
派
遣
事
業
・
わ
く

わ
く
芸
術
体
験
と
し
て
、

三
中
で
１
・
２
年
生
が
能

楽
を
体
験
す
る
授
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
観か
ん

世ぜ

九き
ゅ
う

皐こ
う

会か
い

の
古
川
充み
つ
る

さ
ん
と
桑
田
貴

志
さ
ん
で
、
１
年
生
が
３

時
間
目
、
２
年
生
が
４
時

間
目
に
、
体
育
館
で
能
の

謡う
た
い

や
舞
、
小こ

鼓つ
づ
み

の
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
最
初

に
能
の
説
明
を
聞
い
た

後
、
フ
レ
ー
ズ
毎
に
講
師

の
後
に
続
い
て
謡
を
謡
い

ま
し
た
。
正
座
し
て
胸
を

張
っ
て
謡
う
と
、
良
い
声

が
出
る
と
説
明
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
は
神
妙
な
面
持
ち
で
声
を
出

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
代
表
で
数
人
の
生
徒
が
前
に
出
て
、

舞
を
体
験
。
扇お
う
ぎ

を
持
っ
て
、
す
り
足
や
、
喜
怒
哀
楽
を
表
現
す
る
型

の
動
き
を
習
い
、
講
師
の
謡
に
合
わ
せ
て
舞
い
ま
し
た
。
最
後
は
小

鼓
で
、
持
ち
方
な
ど
を
習
い
、
打
ち
ま
し
た
。
慣
れ
て
く
る
と
良
い

音
も
出
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、「
よ
お
〜
」と
声
を
出
し

て
小
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
１
年
生
代
表
の
関
谷
静
香
さ
ん
は
、

「
歩
き
方
は
簡
単
に
見

え
て
難
し
く
、
型
も
教

え
て
も
ら
い
面
白
か
っ

た
で
す
。
ま
た
、
能
を

見
て
み
た
い
で
す
」と

お
礼
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。

わくわく芸術体験

三中１・２年生が能楽に触れる
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人の動き（平成23年６月１日現在）

　

５
月
13
日
、
砥と

石い
し

米こ
め

山や
ま

城
跡
登
り
口
の
農
産
物
直
売
所
の
扉
に
描
か
れ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
真
田
十
勇
士
の
絵
が
完
成
し
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

直
売
所
は
、
砥
石
城
跡
周
辺
の
里
山
整
備
な
ど
を
す
る
砥と

石い
し

伊い

の
会
が
設

置
し
た
も
の
で
、
映
画「
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」の
陣じ
ん
の
う
ち内
家
の
設
定
場
所
で
あ
る

こ
と
か
ら
訪
れ
る
人
も
多
い
所
で
す
。
同
城
跡
の
あ
ず
ま
や
に
あ
る
登
山
者

ノ
ー
ト
に
書
か
れ
た
要
望
な
ど
か
ら
、
案
内
や
地
元
特
産
品
な
ど
を
販
売
す

る
場
と
し
て
、
昨
年
10
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
直
売
所
の
扉
に
、
真
田
氏
に
ち
な
ん
だ
絵
が
欲
し
い
と
検
討
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
を
テ
ー
マ
に
活
動
す
る
上
田
染
谷
丘
高
校
の
美

術
班
が
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
年
２
月
か
ら
絵
の
制
作
に
取
り

か
か
り
、
今
回
の
除
幕
と
な
り
ま
し
た
。
絵
は
、
幅
３
・
５
ｍ
、
縦
２
ｍ
の

大
き
さ
で
、
４
枚
に
分
割
で
き
る
扉
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
斬
新
な
十
勇
士
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
美
術
班
の
26
人
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
新
し
い
十

勇
士
像
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
会
の
塚
原
吉
政
事
務
局
長
は
、「
今
回
の
作
品
づ
く
り
を
通
じ
て
、
新

し
い
感
覚
の
染
谷
丘
高
校
の
美
術
班
の
皆
さ
ん
と
交
流
で
き
た
こ
と
は
、
会

員
に
と
っ
て
新
鮮
で
、
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
真
田
十
勇
士
の
絵
が
、

砥
石
米
山
城
跡
の
直
売
所
に
完
成
！

提
供
／
砥
石
伊
の
会

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。

広
報
う
え
だ 

１
２
７
平
成
23
年
７
月
１
日
号（
毎
月
１
日
・
16
日
発
行
）
編
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